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 恐れていたことが起きました。米国の利上げです。ＧＤＰの 2倍をはるかに超える政

府債務を抱え、毎年多額の新発債、借換債の発行を余儀なくされている日本は、利上げ

に容易には追随することができません。当然ですが円の価値は下がります。パンデミッ

クの上にウクライナ戦争が加わり、石油や食料の価格が高騰している中で、円安はさら

に物価の上昇を加速します。日本社会で生活者は、非常に厳しい立場におかれることに

なりました。 

 

 巨額の政府債務の根本的な原因は、日本の国際競争力の低下です。国際競争力が低下

したためＧＤＰが伸びず、税収が低迷、毎年度の予算を借金で補わざるを得なくなりま

した。２０２０年度の場合、新型コロナへの対策もあり、一般会計予算は１７５兆円、

これに対して税収が６０兆円しかないのですから、財政の不健全さは、今や極まってい

ます。 

 日本の国際競争力は、工業社会で米国を凌駕し、世界一になっていました。それがな

ぜ、情報社会で世界３０位以下にまで転落したのか。情報システム学会では、この問題

の研究を続けてきました。そしてようやく結論に到達しました。キーになったのは、浦

昭二先生の提唱された情報システム学で最も重要な概念、「世の中の仕組み」です。 

 結論は、次のとおりです。 

（１）工業社会では、日本における「世の中の仕組み」が、ものづくりプロセスに適合

し、ものづくりプロセスを発展させるだけの十分な力をもっていた。 

（２）情報社会では、日本における「世の中の仕組み」は、情報技術に適合せず、情報

技術の進化を十分に活かしきることができなかった。 

 

「世の中の仕組み」は、人間の情報行動が組織化されたものです。 

 

 左図は、複数の人間あるいは組織（Ｈ）

が、直接（Ｄ）あるいはファイル（Ｆ）を通

じてコミュニケーションをとり、思考しなが

ら（知識を用い、ＰＤＣＡを回して）環境に

対処している様子をモデル化して表したもの

です。 
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 文化人類学、言語学、言語技術等の知見から、世の中における思考とコミュニケーシ

ョンの進め方には、次の二つの対照的な傾向があることが分かってきました。組織・社

会によって、どちらかの傾向がより強く表われます。 

 

（１）思考とコミュニケーションが｛コンテキスト、経験・感性、以心伝心｝に依存し

て行なわれる。 

（２）思考とコミュニケーションが｛コード、論理、対話｝に依存して行なわれる。 

 

 日本は、典型的に（１）の傾向が強い社会であり、欧米は一般的に（２）の傾向が重

視されています。（１）の場合、生命情報がより強く働いており、現実を活き活きと把

握する、共感を得やすいなど長所が多いのですが、厳密性に欠けるという重大な欠点も

あります。（２）では、概念化が進められて、オーギュスタン・ベルク氏のいわゆる露

点が下げられ、社会情報を中心に活発に思考とコミュニケーションが行われます。本質

にも接近しやすいのですが、（１）のもつ長所は得られません。 

 

 次に、人間や組織が、直接（Ｄ）あるいはファイル（Ｆ）を通じて行なっているコミ

ュニケーションの空間的な広がり、範囲を考えます。 

 社会心理学にもとづく研究結果から、この範囲を組織内部に限定することを志向する

社会と、広く積極的に組織の外部とも交流することを志向する社会のあることが分かっ

てきました。前者の場合、同じ人たちと長期・継続的にコミュニケーションしていくこ

とになり、このとき思考とコミュニケーションは、｛コンテキスト、経験・感性、以心

伝心｝に依存して行なっていくことが可能で、そのような文化が形成されます。後者の

場合、遠隔の人たちと一時的にコミュニケーションすることもあり得ます。このため、

思考とコミュニケーションには、より厳密性が要求され、｛コード、論理、対話｝に依

存する文化が培われます。 

前者を志向するのは、遠隔の人たちと一時的なコミュニケーションをすることから生

じるリスクを回避するためです。社会心理学者の山岸俊男氏は、このような社会を安心

社会と名づけられました。日本は安心社会の典型例とされています。 

後者の場合、遠隔の人たちと一時的なコミュニケーションをすることが可能なのは、

「社会的知性」にもとづき、リスク判断が適切にできるからだと山岸氏は言われていま

す。このような社会を山岸氏は信頼社会と名づけられました。典型例は米国です。 

 

安心社会で今、もの、または情報の価値に関わる大きなサプライチェーンの中に、中

核となる価値創造をしている組織Ａがあったとします。Ａは、上流工程にあたる組織、

Ｂ、Ｃ、・・等から可能な限り大きな価値の提供を期待します。そのためには、コミュ

ニケーションを活発にし、他組織であってもＡ主導でＰＤＣＡを回していきたいと考え
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ますが、最も安心できるのは、Ｂ、Ｃ、・・等の組織を、合併はしないまでも、事実上

Ａの内部組織なみに管理できるようにしていくことです。下流工程の組織についても、

同様のことが言えます。このようにして、安心社会では、中核組織に主導権が集約され

た集権化計画経済の組織が拡大していく傾向があります。 

一方、信頼社会で中核組織Ａは、社会全体の中から最も優れた価値を提供してくれる

組織の選別に自信をもっており、広範にコミュニケーションをとることによって、それ

を実現します。Ｂ、Ｃ、・・・等多くの組織が、Ａに価値を提供するために競合関係に

あり、これらの組織は、自らの価値を高め、コミュニケーションを活発化してＡの期待

に応えるように努めます。このようにして信頼社会では、必ずしもＰＤＣＡサイクルを

回していく傘下の組織の拡大は求めず、代わりに分権化市場経済が発展する基盤が形成

されていきます。 

 

思考とコミュニケーションが、｛コンテキスト、経験・感性、以心伝心｝に依存して

いるか、｛コード、論理、対話｝に依存しているかの比率、安心社会と信頼社会のどち

らの傾向をもつかの比率、集権化計画経済と分権化市場経済の比率で３次元の座標軸を

つくり、日本と米国の「世の中の仕組み」の特質を位置づけると下の図のようになりま

す。 

この図をもとに、日本の国際競争力が、工業社会で米国を凌駕し世界一になっていた

にもかかわらず、なぜ情報社会で世界３０位以下にまで転落したのか、明確に説明する

ことができます。また、日本の国際競争力を回復するための方策を考えていくことが可

能になります。 
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工業社会、日本では、科学・工学の知識を用いて、ものづくりプロセスの概念の明確化

や論理モデルの作成を積極的に進めて、コンピュータを有効に活用する条件を整えていき

ました。思考とコミュニケーションを｛コンテキスト 経験・感性 以心伝心｝に依存し

て行なっている日本社会で、ものづくりプロセスに限って、｛コード、論理、対話｝にも

とづく分析とイノベーションが可能になっていたのです。その上に現場では、｛コンテキ

スト 経験・感性 以心伝心｝にもとづく共感や協調の文化が健在で、欧米にはまねので

きない「すり合わせ」による卓越したものづくりをしていくことができました。 

さらに、日本は安心社会であり、経済成長にあわせて、大規模な集権化計画経済体制を確

立しました。大規模な集権化計画経済体制を動かすには大規模なＰＤＣＡシステムを稼働

させる必要があります。メインフレームを中心にしたコンピュータの発達は、大規模なＰＤ

ＣＡシステムの効果的な稼働を可能にしました。工業社会においては、コンピュータの発達

が、日本の国際競争力を高めるのに有利に働きました。このようにして日本は、工業社会に

おいて米国を凌駕し、国際競争力世界一を達成することができたのです。 

 

情報社会における情報技術進化の特徴は、インターネットの発展にあります。日本では、

ものづくりのプロセスを除いて一般的には、経験と感性による判断とコンテキストの共有

をベースに、以心伝心によるコミュニケーションの比重が高いので、そのような文化では、

コンピュータの機能を十分に活かしきることはできませんでした。また安心社会で、取引は

安心のできる企業集団内組織や長期・継続的関係に依存していることから、インターネット

の特質も十分には活用できませんでした。 

対照的に米国では、論理的な判断と、厳密な言葉の使用による対話が重んじられていて、

このようなプロセスはコンピュータによって効果的なサポートが可能です。また信頼社会

は、社会的知性を活かして、広範な外部市場や短期的関係から得られるかも知れない有利な

取引機会を積極的につくっていこうとする社会であり、インターネットの発展は、新たな取

引先を世界に求めていくアプローチを促進しました。プラットフォームの構築により、世界

中のユーザとベンダをマッチングさせ、分権化市場経済を飛躍的に活性化することも可能

になりました。 

プラットフォームの構築は、日本が米国に大きく後れをとった領域の一つです。プラット

フォームには、ＯＳ、ＤＢＭＳ、ＥＲＰ、ＧＡＦＡ等の階層がありますが、いずれの階層に

おいても欧米、特に米国が主導して構築が進められました。ＯＳ、ＤＢＭＳ、ＥＲＰの段階

までは、日本の大規模ＰＤＣＡシステムと共存できていたのですが、情報社会に入り、ＧＡ

ＦＡ等に至って、日本は完全に劣後しました。 

再起概念の一つに、‟汎化/特化”がありますが、プラットフォームの構築は、汎化能力に

もとづきます。情報システムの汎化のプロセスは、抽象化・概念化と同等のプロセスであり、

思考とコミュニケーションにおける｛コード、論理、対話｝の領域に属する思考プロセスで

す。日本は、ものづくりのプロセスを除くとこの領域に弱く、完全に後れをとりました。 
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 このようにして情報社会では、米国の国際競争力が再び日本を凌駕し、日本の国際競争力

は大きく低下していきました。 

 

以上の分析から、日本がＤＸを進め、国際競争力を飛躍的に高めていくための方策は明ら

かです。それは、上の３次元の図の座標軸に沿って、順次改革を進めていくことです。 

第一には、論理思考や言語技術等の教育を通じて、思考とコミュニケーションの文化を、

｛コンテキスト、経験・感性、以心伝心｝に依存するものから、｛コード、論理、対話｝に

依存するものに変えていくことです。これは、社会的知性を育成していくための重要な基礎

になります。このとき、｛コンテキスト、経験・感性、以心伝心｝文化のもつ優れた特質も

活かすことを考えます。いわば、両刀使いにしていくのです。工業社会のものづくりプロセ

スで可能だったのですから、情報社会でできないわけはありません。 

第二には、新しい情報システム学の教育を通じて、社会的知性の育成をはかり、信頼社会

のプレイヤーとして活躍できる人材を増やしていくことです。浦昭二先生の提唱された、

「世の中の仕組みを情報システムとして考察し、その本質を捉える」新しい情報システム学

は、情報社会における社会的知性の基盤とも考えられます。情報システム学の本格的な教育

と普及によって、日本で分権化市場経済を発展させていくための基礎をつくります。 

第三に、日本経済における、ものと情報の膨大で多岐にわたるサプライチェーンを分析し、

プラットフォームの構築を促進、分権化市場経済を活性化させます。 

 

「世の中の仕組み」を identify することによって、浦昭二先生の提唱された情報システ

ム学は、確立の大きな峠を一つ越えました。さらに精緻な分析を進め、日本の国際競争力を

飛躍的に高めていくための、教育体系と日本のＤＸ戦略を構築していきましょう。 

 

連載では、情報と情報システムの本質に関わるトピックを取り上げていきます。 

皆様からも、ご意見を頂ければ幸いです。 


